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と云 ひ
、 省著者は 附言 して 、 卵の 産出 を實見せず。 恐 らくは脊面 兩側 の 體壁 が

破れ て
、 其 の 大 形 な る 卵 を放出 するべ く、 叉 卵 は體 外に 禺 で た る後 に受精 する

な らん と云 へ b 。 眇 録者曰 く、 卵は 大 に し て排泄孔は 小 な b．と錐 も、 之 にて其

の 卵 の通過 を不 可能 な b と考 ふ るは早計 た るを 免れ ず。 卵 は 固形體 に非ざれ ば

小 孔 を逋 過 せ ん とす る時 1ζは 變形すれは可 な t
）。 余 は前年三 崎 の 臨海 實驗 卵 ζ

於 て Sagitta類の 卵が一
時的 墾形 を爲 して 、 大 形 なる卵 に比 して 、 頗 る 小形 な

る 孔 を逋過 す る を實見 した れ ば な 転 ）

　親 の 體内 よ b出 た る卵 は特 別 なる被膜 に て保護せ られ 、雌 性環 節の 背部 兩側

に一
個宛着座 し、 此 所 に て發 育を始 め 、約十八 個の 環 節 を有 し、 親 と殆 ん ど同

構造 を有 す る程度 R で 進み、 而 して後に被膜 を破 b て股 出 す る な b 。 （飯塚 啓 ）
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　　　姙娠時の 尿を注射 せ る動物の 過 コ レ ス テ リ ン血清
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　姙娠中の 婦人の 血液叉 は尿中に腦下 垂 體前葉の ホ ル モ ン と同 一
作 用 を有 する

物質か含 まれ て ゐ る こ とは 近 時 Zり NDEK 等 に依 つ て 明か にせ られ て きた
。 現著

者 等は か か る 尿 を四 匹 の 雌の 家 兎に五 日乃至 百二 十 臼に亙 つ て （總 尿 量 50−

630　ce ．）注 射して 、 その 血清 中の コ レ ス ヲ y ン 量 を測 定 した
。 （卆均 O．9401100 ）

。

對 照實驗 と して は 、 娠姙 して な い 婦人 の 尿 を二 十 七 日乃至 三十日 に亙 つ て （總

尿 量 200−300cc・）注射 した 兎三 匹 に就 v ・
て の 測 定 （4s均 0．750！1  09）、 健康男

子 の 尿 を十 日乃至 三す 日間 （總尿量 100−300cc ．）注射 した 兎三 匹 に就 ての 測定

（甼均 O・816flOOO）、 及び 何等注射を しな）・ 正 常なる雌 兎七 匹 に就 て の 測 定 をし

た （李均 O・8u711000）。 以上 の 四種の 測定結果を比較 す る と、 姙娠婦人 の 尿 を

注射した 兎の 血清 は 他の 實驗 の それ に比 して 、 明か に多量 の コ レ ス テ リ ン を含

んで ゐ る こ とが知 れ る
。　　　　　　　　　　　　　　　　 （合田得輔 ）
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　　　　ア ドレ ナ リ ン の 反覆注射 に よ る大腦及び小腦の

　　　　　　　　　　　 phosphore 量 の 減少
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